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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレクトロルミネセンス（ＥＬ）表示装置であって、
　各々の画素がＥＬ表示素子と駆動回路とを有する、画素のアレイを含み、ここで、前記
駆動回路は、画素駆動信号に応じて前記ＥＬ表示素子への供給電圧を選択的にスイッチン
グするため又は前記供給電圧から前記ＥＬ表示素子を実質的に絶縁するためのスイッチン
グ装置を有し、各々の画素は、前記スイッチング装置を操作するための第１画素駆動信号
導体を有し、
　各々の画素は、複数の供給電圧線から一つの供給電圧線を選択し、選択された前記一つ
の供給電圧線からの供給電圧を、前記ＥＬ表示素子への前記画素駆動信号に応じて、前記
ＥＬ表示素子にスイッチングできるようにするためのマルチプレクサを有し、
　各々の画素は、前記第１画素駆動信号導体と平行する第２画素駆動信号導体を有し、該
第２画素駆動信号導体は、前記マルチプレクサを制御して前記複数の供給電圧線のうち前
記一つの供給電圧線を選択するためのものである、
　ことを特徴とするＥＬ表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＥＬ表示装置であって、前記スイッチング装置は前記供給電圧線と前
記ＥＬ表示素子との間に結合された薄膜トランジスタを有し、前記薄膜トランジスタは前
記画素駆動信号により実質的に十分にオン又はオフに駆動される、ことを特徴とするＥＬ
表示装置。
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【請求項３】
　請求項１乃至２のいずれか一項に記載のＥＬ表示装置であって、３つの供給電圧線があ
る、ことを特徴とするＥＬ表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のＥＬ表示装置であって、前記３つの供給電圧線における前記電圧は実
質的に１：２：４の比率である、ことを特徴とするＥＬ表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至２のいずれか一項に記載のＥＬ表示装置であって、前記複数の供給電圧の
１つは前記ＥＬ表示素子をオフにするためのものである、ことを特徴とするＥＬ表示装置
。
【請求項６】
　請求項５に記載のＥＬ表示装置であって、複数の画素の群が規定され、各々の群の全て
の画素は共通の前記第１画素駆動信号導体を共有するが、供給電圧は前記群における各々
の画素に対して独立して選択されることができる、ことを特徴とするＥＬ表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載のＥＬ表示装置を有することを特徴とする携帯電
子装置。
【請求項８】
　エレクトロルミネセンス（ＥＬ）表示装置を駆動する方法であって、
　前記ＥＬ表示装置は、各々の画素がＥＬ表示素子と、第１画素駆動信号導体と、駆動回
路と、マルチプレクサとを有する、画素のアレイを含み、ここで、前記駆動回路は、スイ
ッチング装置を有し、
　前記方法は、ＥＬ表示の各々の画素に対して、
　供給電圧が前記ＥＬ表示素子に対してスイッチングされるように又は前記ＥＬ表示素子
から実質的に絶縁されるように、前記画素のスイッチング装置をオン又はオフに選択にス
イッチングするために、前記第１画素駆動信号導体からの第１駆動信号を前記画素の前記
スイッチング装置に供給する段階、を含み、
　さらに、
　前記第１画素駆動信号導体と平行する第２画素駆動信号導体からの第２駆動信号を前記
マルチプレクサに供給することによって、前記マルチプレクサにより、複数の供給電圧線
のうちの一つからの供給電圧レベルを選択する段階、を含む、
　ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法。
【請求項９】
　請求項８に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前記第２駆動信号は前記画素
の電力線選択回路に供給される、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法。
【請求項１０】
　請求項８乃至９のいずれか一項に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前記第
１駆動信号は、前記画素のアドレストランジスタに供給され且つ前記画素の駆動トランジ
スタがオン又はオフにされるようにする、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法
。
【請求項１１】
　請求項８又は９に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前記第１画素駆動信号
導体からの共有された第１駆動信号は画素の群に供給され、前記第２画素駆動信号導体か
らの個々の第２駆動信号は前記群の前記画素に供給される、ことを特徴とするＥＬ表示装
置を駆動する方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前記複数の供給電圧レベル
の１つは前記画素をオフにするためのものである、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動
する方法。
【請求項１３】
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　請求項８乃至１２のいずれか一項に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前記
ＥＬ表示の全ての画素はフレームにおいてアドレスされ、各々のフレームは多くのサブフ
レームを有する、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、異なる供給電圧レベルは異
なるサブフレームのために選択される、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前記サブフレームは同じ期
間を有する、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法。
【請求項１６】
　請求項１３乃至１５のいずれか一項に記載のＥＬ表示装置を駆動する方法であって、前
記サブフレームの数は３つである、ことを特徴とするＥＬ表示装置を駆動する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、高分子ＬＥＤのような有機ＬＥＤ装置を用いるエレクトロルミネッ
センス表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エレクトロルミネッセンス発光装置を用いるマトリクス型表示装置は良く知られている
。その表示素子は、例えば、高分子材料を用いる有機薄膜エレクトロルミネセンス素子、
あるいは、従来のＩＩＩ－Ｖ族半導体化合物を用いる発光ダイオード（ＬＥＤ）を有する
ことが可能である。有機エレクトロルミネセンス材料、特に高分子材料における近年の研
究は、映像表示装置に対して実際に使用される能力を示してきた。代表的には、それらの
材料は、一対の電極間に挟まれた半導体性共役系高分子の１層またはそれ以上の数の層を
有し、それら電極の一方は透明であり、他方は高分子層にホールまたは電子を注入するた
めに適する材料から成る。
【０００３】
　高分子材料層は、ＣＶＤプロセスを用いて形成することができ、または可溶性共役高分
子の溶液を用いるスピンコーティング技術により簡単に形成することができる。有機エレ
クトロルミネセンス材料は、ダイオードのようなＩ－Ｖ族半導体材料の特性を示し、それ
故、それら材料は表示機能およびスイッチング機能に両方を提供することができ、受動型
表示装置において用いられることができる。また、それらの材料はアクティブマトリクス
表示装置のために用いることが可能であり、各々の画素は表示素子を流れる電流を制御す
るためのスイッチング素子と表示素子とを有する。
【０００４】
　この種類の表示装置は電流アドレス型表示素子を有し、それ故、従来のアナログ駆動ス
キームは表示素子に制御可能な電流を供給する。電流源トランジスタを画素構成の一部と
して備えることが知られており、このとき、電流源トランジスタに供給されるゲート電圧
は表示素子を流れる電流を決定する。保持容量はアドレスフェーズの後、ゲート電圧を維
持する。しかしながら、基板に亘る異なるトランジスタの特性は、ゲート電圧とソース－
ドレイン間電流との間の異なる関係、および結果として得られる表示画像におけるアーチ
ファクトをもたらす。
【０００５】
　デジタル駆動スキームがまた、提案されてきた。そのようなスキームにおいては、ＬＥ
Ｄ装置が２つの有効な電圧レベルに対して降下的に駆動される。これは、トランジスタが
電流源としてもはや線形領域で動作する必要がないため、画素電流における電力消費を減
少させる。その代わりに、全てのトランジスタは完全なオンまたは完全なオフにすること
ができ、このことは電力消費を低減させる。そのような駆動スキームは、同様の理由で、
トランジスタ特有の変動に対してあまり敏感ではない。この方法のみが２つの有効な画素
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出力を与える。しかしながら、階調画素出力は多くの方法により達成されることができる
。
【０００６】
　１つの方法においては、画素はより大きい画素を形成するために群化されることができ
る。群内の画素は独立してアドレスされることができ、それ故、生成された階調は、アク
ティブにされる群内の多くの画素の関数である。以下の説明においては、これは面積率法
と呼ぶ。この方法の欠点は、表示の解像度が減少し、画素の複雑さが増加することである
。
【０００７】
　他の方法においては、画素はフレームレートより速くオンおよびオフにされることがで
き、それ故、階調は、画素がオンにされるデューティサイクルの関数として実行される。
以下の説明においては、これは時間率法と呼ぶ。例えば、フレーム期間を、比率が１：２
：４（８つの均等に間隔をあけた階調値を与える）であるサブフレーム期間に分割するこ
とが可能である。これは、必要とされる駆動能力を増加させ（又は、フレームレートの減
少を必要とし）、それ故、表示装置のコストを増加させる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の特徴に従って、表示画素のアレイを有するエレクトロルミネセンス（Ｅ
Ｌ）表示装置であって、各々の表示画素はＥＬ表示素子と駆動回路を有する、表示装置で
あり、駆動回路は、画素駆動信号に応じて、ＥＬ表示素子に電源電圧を選択的にスイッチ
ングするため又は電源電圧から表示素子を実質的に分離するためのスイッチング装置を有
し、駆動回路は、複数の電源電圧の選択された１つがＥＬ表示素子にスイッチングされる
ことを可能にする、ＥＬ表示装置を提供する。
【０００９】
　このＥＬ表示装置は、デジタル駆動スキームが実行されることを可能にし、ＥＬ表示素
子は一定の電源電圧を供給し又はスイッチを切る。このことは、低電力駆動回路が実行さ
れることを可能にし、又、表示装置の基板に亘る装置特性のスイッチングにおける変化を
受けることはない。複数の異なる電源電圧を提供することにより、時間率システム又は面
積率システムを用いることなく、階調が実行されることを可能にする。又、本発明のＥＩ
表示装置は、時間率技術又は面積率技術が改善されることを可能にする。
【００１０】
　各々の画素は、複数の電源電圧線から画素駆動回路に選択された電源電圧を供給するた
めのマルチプレクサを有することが可能である。
【００１１】
　好適には、スイッチング装置は、電源電圧線とＥＬ表示素子との間に結合される薄膜ト
ランジスタを有し、トランジスタは画素駆動信号により駆動され、実質的に十分オンまた
はオフになる。
【００１２】
　例えば、比率が１：２：４である３つの電源電圧における電圧を有する、３つの電源電
圧線を備えることが可能である。このことは、３つの異なる階調のみを提供する一方、こ
れらの３つの電源電圧レベルは、更にペナルティ（解像度又は速度において）を伴うこと
なく、階調数を増加させるために時間率技術または面積率技術と関連して使用されること
ができる。
【００１３】
　各々の画素は、第１画素駆動信号導体及び第２画素駆動信号導体を有し、１つの導体は
スイッチング装置を動作させ（即ち、デジタル画素駆動信号を供給する）、他の導体は好
ましい電源電圧を選択する。
【００１４】
　他の実施形態においては、複数の電源電圧の１つは、ＥＬ表示素子がオフであるように
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することが可能である。このことは、複数の電源電圧の特徴を面積率技術と結合させると
き好適である。特に、複数の画素群が規定されることが可能であり、群における全ての画
素は共通の画素駆動信号導体を共有する。それ故、画素群は、効果的には、単一の画素駆
動信号により駆動される単一のサブ画素化された画素である。しかしながら、電源電圧は
、その郡内の各々の画素に対して独立して選択されることができる。このように、サブ画
素化により提供されることができる階調の数は増加する。
【００１５】
　本発明の表示装置は、携帯電話のような可搬型装置において使用されることが可能であ
る。
【００１６】
　本発明はまた、画素のアレイを有するエレクトロルミネセンス（ＥＬ）表示装置を駆動
する方法であって、各々の画素はエレクトロルミネセンス表示素子と駆動回路とを有し、
前記方法は、表示装置の各々の画素に対して、電源電圧がＥＬ表示素子にスイッチングさ
れるか又はＥＬ表示素子から実質的に絶縁されるように、選択的に画素をオン又はオフに
スイッチングするために画素に第１駆動信号を供給する段階を有し、前記方法は、複数の
電源電圧レベルから電源電圧レベルを選択する段階をさらに有する。
【００１７】
　本発明のこの方法においては、第１駆動信号が画素をオンまたはオフに切り替えるため
に、デジタル駆動スキームが実行され、輝度レベルの情報を符合化する必要はない。しか
しながら、画素における電源レベルは階調を生成するために使用される。
【００１８】
　第２駆動信号は、好適には、複数の電源電圧レベルの１つを選択するために画素に供給
される。このように、電力は、各々の画素に対して選択されることができる。又、全ての
画素は、異なる電力に駆動されることが可能であり、それ故、時間率法が実施される。
【００１９】
　第１駆動信号は、好適には、画素のアドレストランジスタに供給され、画素の駆動トラ
ンジスタがオン又はオフに切り替えられるようにし、それ故、デジタルモードで画素を動
作させることができる。第２駆動信号は、好適には、電力線選択回路に供給される。
【００２０】
　このような方法は、従来の面積率法と組み合わせることが可能である。従って、共有さ
れる第１駆動信号は画素群に供給されることができ、個々の第２駆動信号はその群の画素
に供給される。画素群は、効果的には、単一のマスター画素であり、その群の個々の画素
は、それ故、効果的には、サブ画素である。群の全てのサブ画素が信号駆動信号によりア
ドレスされることが可能であるように（たとえ、一部のサブ画素はオンにされ、他のサブ
画素は調子を合わせていずれのポイントにおいてオフにされる必要があるとしても）、複
数の電源電圧レベルの１つは、好適には、画素をオフにするためのものである。このよう
に、サブ画素は、たとえ、マスター画素群がアドレスされたとしても、オフにされること
ができる。このことは、サブ画素を駆動するために必要とされる導体の数を減少させる。
【００２１】
　本発明の方法は、更に、時間率法と組み合わせることが可能である。従って、表示装置
の全ての画素は、一フレームにおいてアドレスされることが可能であり、各々のフレーム
は多くのサブフレームを有する。異なる電源電圧レベルは、それ故、異なるサブフレーム
に対して選択されることができる。このことは、従来の２進法のサブフレーム時間（例え
ば、１：２：４）が変化されるようにし、特に、非常に短い第１サブフレームに対する必
要性を回避するようにする。例えば、サブフレームは等しい持続時間であることが可能で
ある。
【００２２】
　本発明の方法が時間率法と組み合わされるとき、従来の画素デザインへの変化を伴うこ
となく、表示装置の全ての画素が一フレームにおいてアドレスされることが可能であり、
全てのハードウェアの変化は、異なる電源電圧が異なる画素のサブフレームに対して生成



(6) JP 4982702 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

されることを確実にするために、駆動回路内にあることとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　図１を参照するに、アクティブマトリクス・アドレス・エレクトロルミネセンス表示装
置は、ブロック１により表され且つアドレススイッチング手段と共にエレクトロルミネセ
ンス表示素子２を有し、行（選択）列（データ）アドレス導体４および６の交差点のイン
ターセクションに位置される、一定間隔を置く画素、の行列マトリクスアレイを有する。
簡単化のために、図１においては、幾らかの画素のみを示している。実際には、数百の画
素の行および列が存在することが可能である。画素１は、それぞれ導体の集合の端部に接
続される、走査のための行の駆動回路８と、データのための列の駆動回路９とを有する周
辺駆動回路により、行および列のアドレス導体の集合を介してアドレスされる。
【００２４】
　エレクトロルミネセンス表示素子２は、ここではダイオード素子（ＬＥＤ）として表さ
れ、１層またはそれ以上の数の層の有機エレクトロルミネセンス材料の活性層が間に挟ま
れる一対の電極を有する、有機発光ダイオードを有する。アレイにおける表示素子は、絶
縁基板の一方側に、関連するアクティブマトリクス回路と共に支持される。表示素子の陰
極または陽極は透明導電材料を用いて形成される。基板はガラスのような透明材料から成
り、基板に最も近い表示素子２の電極は透明導電材料から成り、それ故、基板の他の側か
ら観測者が見ることができるように、エレクトロルミネセンス層により生成される光は電
極および基板を透過する。代表的には、有機エレクトロルミセセンス材料層の厚さは１０
０ｎｍ乃至２００ｎｍの範囲内である。エレクトロルミネセンス表示素子２のために使用
することができる、適切な有機エレクトロルミネセンス材料の代表的な例は、周知であり
、欧州特許第０７１７４４６号明細書に説明されている。国際公開第９６／３６９５９号
パンフレットに説明されているような共役高分子材料はまた、用いられることができる。
【００２５】
　図２は、既知の画素及び駆動回路配置を簡単化した模式図に示している。各々の画素１
は、ＥＬ表示素子２と関連する駆動回路とを有する。その駆動回路は、行の導体における
行のアドレスパルスによりオンにされるアドレストランジスタ１６を有する。アドレスト
ランジスタ１６がオンにされるとき、列の導体６の電圧は残りの画素に加えることができ
る。特に、アドレストランジスタ１６は、駆動トランジスタ２２と保持容量２４を有する
電流源２０に列の導体電圧を供給する。列の電圧は駆動トランジスタ２２のゲートに供給
され、行のアドレスパルスが終了した後に保持容量２４によりゲートはこの電圧に保たれ
る。
【００２６】
　本発明に従って、このような画素構成は第１モード及び第２モードにおいて動作する。
【００２７】
　デジタル的に画素を駆動するために、電流源２０に供給する電力レール２６における電
圧と組み合わされる駆動トランジスタ２２における有効なゲート電圧は、トランジスタが
完全にオン又はオフに切り替えられるように選択される。トランジスタが完全にオンにさ
れるとき、駆動トランジスタ２２において殆ど電圧降下はなく、供給レール２６における
電圧は表示素子２に効率的に供給される。完全にオン又はオフである駆動トランジスタに
アドレスするために、０Ｖ又は１０Ｖのどちらかのゲート電圧が、例えば、コンデンサに
加えられることが可能である。
【００２８】
　本発明に従って、多くの異なる電圧を電力レール２６に加えることができる。それ故、
電力レール電圧をＬＥＤの輝度を変化させるために用いることができる。このことは、輝
度の駆動ＴＦＴ特性に対する独立性と共に、完全にオン又はオフにされた駆動トランジス
タの低電力消費が維持されることを可能にする。
【００２９】
　図３は、上記の動作を得るために、周辺回路の１つの可能な実施形態を示している。本
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発明の画素回路は図２の既知の画素デザインに対する改善として示され、同じ構成要素を
表すために同じ参照番号を用いている。
【００３０】
　本発明の画素回路は、例えば、図３に示すような３つの、電圧供給線の群３０を有する
。選択された電圧供給線３０の１つからの電圧は、ＥＬ表示素子２に駆動トランジスタ２
２によりスイッチングされる。デジタル駆動スキームが実施され、駆動トランジスタは完
全にオン又はオフに駆動されるが、電圧供給線３０の数に対応する多くの異なる
出力レベルが選択されることができる。それ故、用いられる時間率システム又は面積率シ
ステムを必要とすることなく、階調が実施されることができる。又、下で説明するように
、本発明の装置は、時間率技術又は面積率技術が改善されるようにすることができる。電
圧供給ライン３０における電圧は、表示装置の主基板の外部のハードウェアを用いて、非
常に正確に且つ容易に生成されることができる。
【００３１】
　電圧供給線３０の１つを選択するために、各々の画素は、制御線３４を使用して制御さ
れるマルチプレクサ３２（又は、他の電力線選択回路）を有する。
【００３２】
　マルチプレクサ３２は、多くの方法において実施されることができる。最も簡単な方法
は、各々の電力供給線３０に関連する１つのスイッチを用いて、電力線と駆動トランジス
タとの間の並列状態の簡単なトランジスタスイッチアレイを使用することである。このこ
とは、少数の電力線に対して現実的である各々のトランジスタのための制御線を必要とす
る（１つはオンにされ、他はオフにされるように）。
【００３３】
　異な電力線に対して異なるタイプのトランジスタを使用することにより、選択線の数を
減少させることができる。例えば、電力線は、駆動トランジスタに１つの電力線を結合す
るｎ型トランジスタと駆動トランジスタに他の線を結合するｐ型トランジスタとを用いて
、対を成すことができる。例えば、単一の選択線は、それ故、２つの電力線が存在する電
力線３０を制御することができる。
【００３４】
　１つの例において、３つの供給電圧線における電圧においては、その比率は１：２：４
である。このことは、面積率技術又は時間率技術を必要とすることなく、３つの階調を提
供する。しかしながら、更にペナルティ（解像度又は速度において）を伴うことなく、階
調の数の増加を提供するために、本発明の複数の電圧レベルの画素は、好適には、時間率
技術又は面積率技術と組み合わされる。
【００３５】
　図４は３つの画素を示し、各々の画素は、それぞれの第２駆動信号線３４により制御さ
れるマルチプレクサ回路３２を備えている。それら３つの画素は、大きい画素のサブ画素
を有し、それ故、結合される出力は階調レベル（従来の方法で）を規定することができる
。しかしながら、複数の電圧レベルの３つのサブ画素デザインとの結合は、階調レベルの
数を
３から１１に増加させる（結合電圧１乃至１０及び１２を得ることができるように、供給
線における電圧の比率が１：２：４である場合）。電圧供給線において異なる比が用いら
れる場合、更に多くの階調レベルを達成することができる。
【００３６】
　図４の例においては、各々のサブ画素は２つの画素駆動線６、３４を備えており、それ
故、各々のサブ画素は、効果的には、４つのレベル（オフと３つの電圧レベル）を有する
。
【００３７】
　図５の例においては、複数の供給電圧の１つが、ＥＬ表示素子がオフであって、例えば
０Ｖであるようにすることが可能である。又、図５は、大きい画素の３つのサブ画素を示
している。この例においては、群における全ての画素は共通の画素駆動信号導体６を共有
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し、それ故、全てのサブ画素は共にオン又はオフにされる。しかしながら、供給電圧は群
における各々の画素に対して独立して選択されることができ、それ故、各々の画素は第２
駆動信号導体３４を有している。このことは、列の導体の数を減少させるが、各々のサブ
画素のレベルの数を３つに減少させる（オフ及び他の２つの電圧レベル）。
【００３８】
　本発明は又、時間率法と組み合わせることが可能である。従って、表示装置の全ての画
素は、共にフレームを構成する多くのサブフレームにアドレスすることが可能である。時
間率法は、従来、一様に間隔を置いた階調の最大数を得るために比率１：２：４でサブフ
レーム期間を用いる。本発明は、非常に短い最初のサブフレーム期間と非常に長い最後の
サブフレーム期間とを回避するために用いられることができる。特に、異なる供給電圧レ
ベルを異なるサブフレームのために選択することができる。例えば、サブフレームは等し
い期間とすることが可能であり、それ故、１：２：４と同じ比率に電源電圧をステッピン
グすることにより、同じ階調解像度を達成することができ、最初の短いサブフレームを回
避することが可能である。最初のサブフレームの長さを大きくすることにより、ビューア
にとって最も明らかである小さい輝度値をもつエラーの原因となるタイミングエラーに対
して感度が小さくなる。
【００３９】
　更に多くの階調を生成するために、時間率スキーム及び面積率スキームの両方を組み合
わせることが可能である。好適なデザインにおいては、３つ（又はそれ以上）のサブ画素
は、１：２：４の比率でサブフレーム当たりの光出力電力を与えるためにステッピングさ
れる電力レールを用いて、等しい長さの３つ（又はそれ以上）のサブフレームと共に動作
する。
【００４０】
　代表例においては、全ての画素の全ての３つのサブフレームのための電力は、共にスイ
ッチングされることができる。このことは、サブ画素を個別にスイッチングするフレキシ
ビリティを有していない。しかしながら、システムが駆動ハードウェアにおいて全体的に
実施されることができ、それ故、特定の画素回路を必要としないことは有利である。それ
に代えて、従来の画素回路を使用することができ、このとき、全体的な表示に対する電圧
供給線は、特定のサブフレームのための好ましい電圧に対して駆動される。従って、選択
された供給電圧は、画素アレイの外部の駆動回路により表示の画素に供給される。
【００４１】
　本発明の表示装置は、携帯電話のような携帯用装置において使用されることが可能であ
る。図６は、本発明の表示装置４２を組み込んだ携帯電話を示している。
【００４２】
　上記の画素回路は、本発明により改善することができる有効な画素構造の単なる例示で
ある。特に、ＥＬ表示素子に固定電圧を供給するためのいずれの画素デザインは、画素に
選択回路を組み込むことにより又は画素に供給電圧を供給することによって外部回路を修
正することのどちらかにより、本発明の教示を用いて改善されることができる。他の有効
な画素構成は当業者には周知であり、本発明は多くのそのような異なる構成において恩恵
をもたらすことができる。
【００４３】
　上記のように、３つの電圧レベルを用いて特定の例について説明した。しかしながら、
好適な一実施形態は、２つの電圧レベルのみを用いることである。画素レベルにおいて、
上記の組み込んだ電力線の選択的スイッチングの例を示したが、例えば、時間率スキーム
に関連して上で説明したように、回路により表示をオフにスイッチングする電力供給ライ
ンを提供すること及び単純な画素レイアウトを保つことは、多くの場合に好適である。例
えば、フレーム期間を２つの等しいサブフレームに分割することが可能であり、電力線は
各々に対して異なる値に設定されることが可能である。
【００４４】
　本発明の開示内容を読むことにより、他の修正が可能であることは当業者に理解される
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であろう。そのような修正は、マトリクスエレクトロルミネセンス表示装置およびその構
成部品の分野で既に周知である他の特徴を有することが可能であり、すでにここで説明し
た特徴に付加してまたはその代わりに用いられることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明に従ったＥＬ表示装置を示す図である。
【図２】ＥＬ表示画素を電流アドレシングするための画素回路の簡単化された模式図であ
る。
【図３】本発明に従った画素回路の第１の例を示す図である。
【図４】本発明の画素回路が面積率階調駆動スキームと組み合わせてどのようにして用い
られることができるかを示す図である。
【図５】図４を簡単化した図である。
【図６】本発明の表示を用いた携帯電話を示す図である。

【図１】 【図２】
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